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日 時 ； ᐔ成 22 年７月 29 日㧔木㧕18:00～20:00 

場 所 ； 武蔵野芸能劇場 㧞階 小ホール 



事務所移転検証委員会との懇談会ߦついߡ㧔資料㧕 

 

資料ߪ、下記のと߅り概略資料と詳細資料ߦ分け߅ߡりますޕ概略資料ߪ

詳細資料の概略ߑߏߢいますޕ詳細資料ߪ、これまߢ開催いたしました事務

所移転検証委員会㧔第一回～第三回㧕資料の中߆ら、懇談会当日ߦ使用する

予定の資料を抜粋し߅ߡりますޕ 

 

記 

 

１ 概略資料・・・詳細資料の概略 

㧔１㧕ޣ資料  市民社協・福祉公社事務所移転計画ޤ13-01

㧔㧞㧕ޣ資料 04-01～06-02 の概略資料ޤ懇談会資料 

㧔㧟㧕ޣ資料  事務所移転調査地一覧表ޤ06-01-02

㧔４㧕ޣ資料  調査地㧔地図㧕ޤ06-03

 

 

 

㧞 詳細資料・・・第一回～第三回事務所移転検証委員会資料߆らの抜粋  

㧔１㧕ޣ資料  関する４つの基本的事項ߦ社屋移転ޤ01-01

㧔㧞㧕ޣ資料 意見一覧表ߥの主ߢ第ੑ回事務所移転検証委員会ޤ01-01  

㧔㧟㧕ޣ資料  新事務所のあるべき姿㧔福祉公社㧕ޤ04-01

㧔４㧕ޣ資料  新事務所のあるべき姿㧔市民社協㧕ޤ04-02

㧔㧡㧕ޣ資料  考えられる方式ߡ事務所移転の手法としޤ05-01

㧔６㧕ޣ資料  事務所移転調査地一覧ޤ06-01

㧔７㧕ޣ資料  公共用地・公共施設の検証ޤ06-02
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第一回～第三回事務所移転検証委員会審議経過報告 

 

 

第１回の審議(㧡月７日) 

事務局߆ら委員ߦ ◇౎幡璼現行案ߦ至った経緯 ◇検証委員会設置ߦ至る経緯 ◇現行案

の内容詳細 ◇現行案ߦ関する関係者の主ߏߥ意見 等を説明したޕ 

委員߆ら、◇現行案ߦ至る経緯の関係者への説明不足の指摘 ◇現行案以外ߦ選択肢とߥる

対案߇必要ߢあること ◇事務所移転の目的・事務所のあり方の整理߇必要ߥߪߢい߆ 等の

意見を頂いたޕ 

  

第㧞回の審議(６月１㧤日) 

委員߆ら ◇誰のた߼の施設ߢ、働く人たߦߜとっߡ一番働きやすい環境ߦߤߥついߡの議論

十分߇法人首脳・職員・法人を支える方々の共通理解・認識、ߢ必要 ◇移転問題を考える਄߇

ら事務所移転のコンセプト߇ߥ互い共有し߅をߤߥ問題 ◇活動のビグョン߇ったこと߆ߥߢ

を築き਄ߍる必要߇ある 等のߏ意見・ߏ指摘߇あったޕ 

 現行案の建設協力金ߦついߡ ◇長期ゆえのリスク߇貸す方、借りる方双方ߦある ◇それߙ

れの中途解約ߦよる対応 ◇所有権を第三者ߦ譲渡された場合の対応した契約߇必要 等の指

摘߇あったޕ 

 ◇現行案をන独ߢ検証するということߥߪߦらߕ、対案と横並びߦしߡ初ߡ߼現行案の検証߇

可能とߥる との意見߽頂いたޕ 

 これらの審議を踏まえ、第 3 回ߪߦ、それߙれの法人としߡのޟ事務所のあるべき姿ޟޠ建設

協力金方式を含߼た移転手法をまと߼た資料ޠこれまߦߢ਄߇った調査地㨬民間物件㨭㨬公共物件㨭

それߙれの一覧表を比較検討とߥりうる評価項目をつけߡまと߼た資料を作成し、第 3 回の審議

を頂くことߥߦったޕ 

 この回ߢ委員߆らいたߛいたߏ意見を、大くくりߦ分類し、それを表ߦした߽のを、第 3 回資

料 01-01 第ੑ回事務所移転検証委員会ߢの主ߥ意見一覧表としߡ作成ޕ 

 

第㧟回の審議(７月１㧡日) 

法人関係者の共通理解・認識を進߼る਄ߢ共通した項目ߏとߦまと߼た߽の߇、 

懇談会資料・04-01 新事務所のあるべき姿㧔福祉公社㧕 

懇談会資料・04-02 新事務所のあるべき姿㧔市民社協㧕 

法人内部の共通理解・認識߇不十分というߏ指摘を受け、それߙれの法人内部ߢ事務所のある

べき姿ߦついߡ議論し資料ߦまと߼た߇、これߢ終わりߥߢく、事務所移転問題をきっ߆けߦ、

改ߡ߼組織のあり方、職員の働き方を見つ߼直し、今後ߤうあるべき߆の議論を㊀ߨ、その中߆

ら、それߙれの法人事務所としߡのデーチ面の要件を浮き彫りߦし、本部事務所ߦ限らߕ、今後

の施設計画߽ߦ役立ߡる材料ߦしたいと考えߡいるޕ 

 懇談会資料・05-01 事務所移転の手法としߡ考えられる方式 

 現行案ߦよる建設協力金手法以外ߦ、各々の土地の事情、土地オーナーの意向߽踏まえ、多様
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 ޕた資料߼まとߡついߦれの手法ߙらそれ߆あること߇手法を考察する必要ߥ

建設協力金方式以外ߪߢ、 

 建設協力金ߦ依らߥい賃貸借方式ߪ、法人߇自分たߜの希望する仕様ߢ、土地オーナーߦ事務

所ビルを建߽ߡߡらうのߪ建設協力金方式と同߇ߛߓ、建設協力金のようߦ、法人߇土地オーナ

ー側ߦ 

一括߅ߢ金を差し入れることߥ߇い手法ޕ 

 建物を所有またߪ区分所有する場合、敷地の借地又ߪ所有߇必要߇ߛ、㧟-１ߪ、借地をしߡ

建物を全部所有する形、㧟-㧞ߪ土地・建物と߽所有する形、４－１ߪ借地をしߡ建物を区分所

有する形４ޕ-㧞ߪ土地߽建物߽区分所有するという形態ߢまと߼たޕ資料ߪߢ全ߡ定期借地権

旧法の借地権設定の可能性߽追求すべき、との指、ߕ限定せߦ定期借地権◇、߇いるߡ想定しߢ

摘をいたߛいたޕ 

 

事務所移転調査地一覧表 

਄の 1～17番߇ 06-01 民有地・民間ビル、下の 1～9 番߇ 06--02 公共用地、公共施設ޕ地図 06-03 

 ޕ番号を振ったߢ公共߇民間、ੑ㊀丸߇一㊀丸ߦ

民有物件 17 件のうߜ、用途地域਄事務所の建設߇不可のた߼除外されるの14、13、10、６߇、

 ޕ17

調査段階ߢ持ߜ主߆ら売却の意思のߥいこと߇明らߥ߆の７、６߇、㧤、㧥、15ޕ 

残り１߇、㧞、㧟、４、㧡、11、12、16の㧤件ޕ 

 

○１ 現況ޟ駐車場ޠ、約 2,000㎡の土地ߢ、三鷹駅߆ら徒歩 12分ޕバス停߇約 300ｍ以内、

東南角地ߢ、道路ߪいߕれ߽一方通行ޕ金融機関、郵便局まߢ、いߕれ߽約 300ｍޕ 

 

○㧞 現況ޟ駐車場ޠ、約 1,000㎡の土地ߢ、武蔵境駅߆ら徒歩約㧟分ޕ南西角地ߢ道路幅ߪ

それߙれ約 12ｍ、金融機関まߢ 300ｍ、郵便局まߢ 150ｍޕ 

 

○㧟 現況ޟ個人住宅ޠ、約 2,000 ㎡の現住住居ޕ場所ߪ、三鷹駅߆ら徒歩約 25 分、バスߢ

約 10 分ޕ西側を三鷹中央通りߦ面しߡいるޕ郵便局ߦ隣接し、市庁舎まߢ約 100ｍޕ 

 

○４ 現況ޟ新築空きビルߢޠ、敷地約 480 ㎡、延べ床約 1,100 ㎡ޕศ祥寺駅߆ら徒歩約１

分、北側ߦ一方通行の４ｍ道路、南側߽ߦ接道߇あるޕ金融機関と郵便局まߢ、それߙれ約

200ｍޕ 

 

○㧡 現況ޟ更地ߢޠ、約 420 ㎡の土地、ศ祥寺駅߆ら徒歩約 12分ޕ北東変形角地ߢ、北側

６ｍ道路、東側をศ祥寺通りߦ面しߡいるޕ金融機関と郵便局まߪߢ、それߙれ徒歩約７分ޕ 

 

○11 現況ޟ木造㧟棟ߢޠ、敷地約 540 ㎡、ศ祥寺駅߆ら徒歩約㧟分ޕ西側をศ祥寺通りߦ

面しߡいるޕ金融機関と郵便局まߪߢ、それߙれ約 300ｍޕ 
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○12 ＮＴＴ元ศ祥寺営業所ߢ、敷地約 2,000 ㎡ޕศ祥寺駅߆ら徒歩約㧡分、東側一方通行

の４ｍ道路ߦ面しߡいるޕ金融機関と郵便局まߪߢ、それߙれ 300ｍޕ 

 

○16 現況ޟ古家ߢޠ、敷地約 150 ㎡ޕศ祥寺駅߆ら徒歩約㧟～４分、南側を੗の頭通りߦ

面しߡいるޕ金融機関と郵便局まߪߢ、それߙれ約 300ｍޕ 

 

これら㧤件ߦついߪߡ、深掘りしߡ、実現可能性߆ら更ߦ絞り込ߺ、条件面、コスト面、

具体的ߥ移転手法ߤߥを第４回委員会まߢߦߢきる限り明らߦ߆し、優先度の議論をしߡい

たߛくこと߇可能ߥ資料ߦ作り込んߢいきたいと考えߡいるޕ 

 

下側の１～㧥ߪ、今まߢ調査し、又ߪ陳情ߤߥ市民߆ら活用要望のあった公共用地、公共施

設ߢ、う7～１ߜ ま߇ߢ市の 物件、㧤㧘㧥件߇東京都の物件ޕ 

○ １ 旧中央図書館 現在更地、第੖期長期計画の中ߢ位置ߠけߡいく用地ߢ、現段階ߢ法人

の社屋ߦという議論ߢߪきߥいޕ 

 

○ 㧞 保健センター、㧡 市役所西棟、７ 旧桜堤小学校の東校舎 いߕれ߽現ߦ使用し߅ߡ

り、法人の事務所としߡ利用することߢߪきߥいޕ 

 

 

○ 3 公会堂、６ 中璼の駐輪場 将来の建ߡ替えや高度利用の際ߦ、そこߦ建つߢあろう公共

施設の中ߦ入れߥい߆ということ߇ߛ、まったく未定ߢあり長期計画ߢ位置ߠける߽のߢ、

現段階ߢ議論ߢߪきߥいޕ 

 

○ ４ 新クリーンセンター街区 市役所ߦ隣接するクリーンセンターをᐔ成 29年を目途ߦ建ߡ

替える計画߇あり、これ以降ߦ、街区の整備ߦ合わせߡ複合施設の合築ߢきߥい߆という陳

情ߢある߇、市の基本的ߥ考えߪ、現状の配置を前提ߥのߢ実現性ߥߪいޕ 

 

○ 㧤 多摩府中保健所武蔵野三鷹地域センター 保健所の分室としߡ機能߇小さくߥったこと

保健所機能を残ߡ市とし、߇ߛいるところߡと思われ߆いߥߪߢあるの߇ら空きスペース߆

しߡほしいと要望しߡきたこと、三鷹市߽ߦ関係する施設ߢあり、法人事務所߇入ることߪ

考えられߥいޕ 

 

○ 㧥 西部図書館 武蔵野プヤイスの開設ߦ伴い廃止の予定ߥߦっߡいるた߼、その後の活用

方法としߡ検討した߇、主ߦバリアフリー等使い勝手の観点߆らそれを断念したޕ 

以਄、公共用地・施設関連ߪߢ、法人の移転先とߥり得る物件ߥߪいという現状ߦあるޕ 

 







22.07.27～29. 理事会、評議員会との懇談会 

資料 04-01～06-02 の概略資料 

懇 談 会 資 料 

新事務所のあるべき姿㧔福祉公社㧕          22.07.15. 第三回  事務所移転検証委員会  資料 04-01 
■基本理念ޟすべߡの市民ߦ安心ߢきる老後生活を保障することޠ  

■理念に基ߠく公社の任務ޟ市と連携しつつ、行政や民間事業者߇実施するߓߥߦまߥい事業を、公ᐔ中立的立場߆ら、柔軟

 ޠ寄与することߦ展開し、市全体の福祉のヤベルアップߦ機動的߆

■本部事業 

１ 後見センター機能:親族ߦよる保護機能を欠いた市民を、その没後対応まߢ含߼包括的ߦ支援するサービスを展開するた

、今後߽ߡそしޕ身਄配慮サービス、リバースモーオーグ、権利擁護事業、成年後見事業とそれらの関連事業を行う、ߦ߼

ニーゲ߇増大すること߇予想されるޕ  

㧞 ホームバルプセンター機能 :市内の訪問੺護事業者のサービスの質の向਄を図るた߼、研修機関の役割を担うޕまた、一

般事業者ߪߢ対応困難ߥ事例を引き受け、੺護保険の訪問੺護事業を展開し、市独自のケア事業を受託する等、市内のホー

ムバルプサービスのセーフティネットの役割を担うޕ 

■必要ߥ施設機能 

１ 複数の個室相談室ޕ 

㧞 金融保護のた߼のセキュリティ・システムޕ 

㧟 会議室、職員休憩室、シャワー室、調理実習室、੺護実習室、バルドーの総合支援スペースޕߤߥ 

■立地環境：市の中心部ߢ、複数の金融機関߇近隣ߦあり、交通の便߇良い、市民߇相談ߦ来訪しやすく、分߆りやすい立地

 ޕ条件߇

■ネットワヴク：在宅੺護支援センター、地域包括支援センター、市内外の福祉施設、福祉サービス事業者、病院、各種金融

機関、裁判所、法務局、公証役場、法ᓞ事務所、司法書士事務所ߤߥとの連携߇不可欠ޕ 

 
新事務所のあるべき姿㧔市民社協㧕          22.07.15. 第三回  事務所移転検証委員会  資料 04-02 
■基本理念ޟ市民の主体的参加と協働ߦよるߺޡん߇ߥ主役  ささえあいのまߠߜくりޠޢ  

■基本目標ޟより多くの市民の福祉活動への参加をଦ進するޟޠ地域住民とボメンティアの協働を実現し、地域福祉の推進力

を高߼るޟޠ活動分野を多様化するた߼のネットワークを構築するޟޠ情報の収集と発信機能の強化を図るޠ等の７つの基本

目標を掲ߡߍいるޕ  

■将来展望𣇄住民のニーゲߦ応えられる新たߥ社協 晷体制への移行ޕ  

■必要ߥ施設機能 

１ 市民߇利用しやすいޟサービス窓口ޠ機能  

㧔１㧕プメイバシー߇確保される相談室のあるޟ貸付等相談窓口ޠ㧔㧞㧕オープンߥ雰࿐気ߢボメンティア活動希望者等߇相

談しやすいޟボメンティア相談窓口ޠ㧔㧟㧕各種福祉サービスの申請ィウンターのޟ申請窓口ޠ  

㧞 市民や職員等の交流・相談の場、掲示板や情報誌等߇自由ߦ閲覧ߢきるサュン㧔フリースペース㧕ޕ  

㧟 地域社協やボメンティア団体等の活動支援のた߼の印೚機や紙折機等の機材貸出や打合せ・作業スペースޕ  

４ 会議室、駐輪場、駐車場等ޕ  

■職員が効率的に気持ち良く働ける施設ン機能：書庫・倉庫、清潔ߥトイヤ、職員の休憩・食事スペースޕ  

■職員ン施設利用者ン地域活動者ߘれߙれの視点߆ら見た立地環境  

１ 金融機関の近く、貸付や福祉サービス利用のた߼の来訪者ߪߦ駅の近くや市の中心ޕ  

㧞 市民社協理解者・活動者の裾野を広ߍるたߦ߼、目立つ場所、市民の目ߦつく場所、関心のߥい人߽ߢふらっと立ߜ寄れ

る場所ޕ  

■関連施設ン機関とのネットワヴク：地域包括センター、特ߦ在宅੺護支援センターとの連携߇必要ޕ  

■市の地域防災計画の関係：災害時の災害ボメンティアセンター運営を市民社協߇担うことߥߦっߡいるた߼、災害ボメンテ

ィアセンター߇設置される市民文化会館や、市役所の防災センターߦ近いところߦあった方߇連携߽取りやすいޕ  

 
事務所移転の手法としߡ考えられる方式        22.07.15. 第三回  事務所移転検証委員会  資料 05-01 
㧝 建設協力金方式  ⇒  将来的  (償却期間 )リスクあり    

土地オーナー߇建物建設を行い、定期賃貸借契約ߦより入居するޕ  

㧞 建設協力金に依らߥい賃貸借方式  

㧞－㧝 テナント方式  ⇒建設協力金方式ߦ比べ複雑ߥ契約関係ߥ߇く、将来的リスク߽少ߥいޕ家賃等を長期的ߥ一括前払い金

困難ߪ充当することߢ ޕ   土地オーナー߇建物建設を行い、定期賃貸借契約ߦより入居するޕ  

㧞－㧞 スケルトン賃貸借方式  ⇒それߙれ߇応分の負担をするスキームޕ㧞次側設備工事費ߦ、法人側の一括支払い分を充当ߢ

きるޕ 土地オーナー߇、躯体、1 次側設備、共用部内装のߺの建設を行い、定期賃貸借契約ߦより入居

する2ޕ 次側設備工事、専有部内装工事及び什器備品ߪテナント工事とするޕ  

㧟 所有方式  

㧟－㧝 建物所有方式㧔土地ߪ定期借地権を取得㧕  ⇒土地オーナーの了解߇前提とߥるޕ  

 建物所有をするた߼のコスト߆߆߇るޕ契約終了後ߪ、更地ߦ戻す߆、新たߥ定期借地契約締結又ߪ建物を⾈い

取っ߽ߡらう可能性߽あるޕ土地オーナーと定期借地契約を行い建物を建設するޕ  

㧟－㧞 土地ン建物所有方式㧔全ߡの権利を所有する㧕⇒建物所有方式ߦ比べ更ߦ経費߆߆߇るޕ将来ߦわたり所有権を確保ߢき

るޕ既存物件を建物・敷地と߽購入、又ߪ事務所設置߇可能ߥ土地を購入し、法人所有の建物を建設するޕ  

㧠 区分所有方式㧔土地オヴナヴと両法人の間ߢ区分所有する㧕  

㧠－㧝 建物区分所有方式㧔底地＝一部ߪ定期借地権を取得㧕⇒法人の必要とする部分ߛけ権利を取得し、3－1 ߥ少ߪ比べ資金ߦ

く済ޕ߻定期借地契約終了後ߦ建物を継⛯使用したい場合ߪ、新たߥ定期借地契約の必要ありޕ土地オーナ

ーと敷地の一部ߦついߡ定期借地契約を結ぶޕ土地オーナーと共同ߢ建物を建設し、その一部を所有するޕ  

㧠－㧞 土地ン建物区分所有方式⇒土地・建物を将来ߦわたり共同使用することを前提ߦ、土地オーナー߆ら所有割合ߦ応ߓた部

分を購入するޕ建物の区分所有割合ߦ応ߓ、建物敷地の一部を同率分、土地オーナー߆ら購入するޕ建物ߦ

ついߪߡ、土地オーナーと共同ߢ建物を建設し、その一部を所有するޕ  



 平平.07.平7～平9.　理事会、評議員会との懇談会 資料06-01-0平

Ｈ平平.07.07.現在

№ 所　在　地 土地面積 延床面積

建蔽

率

容積

率

現況 交通アクセス 金融機関 周辺環境 備考

1 中璼

約平ん000㎡

㧔約600坪㧕

60 200 駐車場

三鷹駅徒歩1平分

㧔1ん000ｍ㧕又ߪバス

㧡分

三鷹行バス停年00m、

ศ祥寺行バス停1イ0m

都民銀行㧔年00m㧕

中央郵便局

㧔年00m㧕

近隣ߦ中学校、コミュニティセンター

等߇あるޕ

2 境

約1ん000㎡

㧔約年00坪㧕

60
50

200
100

駐車場

武蔵境駅より徒歩㧟分

㧔約平イ0m㧕、境１ৼ目

交差点より徒歩１分

各銀行の武蔵境支

店の近く

住宅߇密集しߡいߥいޕ近隣商業と住

居地域の境目ߦあるޕ

高層ビル߇建ߡられߥいた߼、広い面

積߇必要ޕ߆

3 ศ祥寺北璼

約平ん000㎡

㧔約600坪㧕

60
40

200
80

現住住居

三鷹駅よりバスまたߪ

徒歩㧞㧡分㧔平ん000m㧕

郵便局隣接 住宅߇密集しߡいߥいޕ市役所ߦ近

いޕ

4 ศ祥寺南璼

約ィ80㎡

㧔約1ィイ坪㧕

約1ん100㎡

㧔約年年0

坪㧕

80 240
空きビル

㧔新築㧕

ศ祥寺駅より徒歩１分

㧔80m㧕

各銀行のศ祥寺支

店まߢ平00ｍ範࿐

以内

飲食店等の近くߢ専修学校校舎߇隣接

するޕ中央線沿いߢあるޕ

駐車場ߥ߇いޕ

5 ศ祥寺北璼

約ィ平0㎡

㧔約1年0坪㧕

80 300 更地

ศ祥寺駅より徒歩１㧞

分㧔1ん000ｍ㧕

各銀行のศ祥寺支

店まߢ徒歩７分

ศ祥寺通り沿いߢ東急タドートまߢ徒

歩７分

一部㧔約６０坪㧕ߪ売却可能性ߪあ

るޕ

6 ศ祥寺北璼

約660㎡

㧔約平00坪㧕

1ん平80㎡

㧔約年80

坪㧕

空きビル

㧔中古㧕

ศ祥寺駅よりバスまた

徒歩1イ分㧔1ん平00m㧕ߪ

ศ祥寺行バス停年0m

大東京信用組合ま

徒歩１分ߢ

住宅地の中ߦある߇、大信ビルまߢ徒

歩１分

近隣商業地域部分߇小さいた߼事務所

としߪߡ不適格

7 中璼

約660㎡

㧔約平00坪㧕

80 300
既存建物あ

り

ศ祥寺駅よりバスまた

徒歩18分㧔約1んィ00ߪ

ｍ㧕

多摩信用金庫まߢ

徒歩１分㧔平0m㧕

੖日市街道沿いߢ、現在の大信ビルと

同ߓようߥ地型ߢあるޕ

売却の打診ߦ応答ߥしޕ

8 中璼

約600㎡

㧔180坪㧕

60 200 駐車場

三鷹駅より徒歩７分

㧔約600m㧕

三鷹駅前 ੗の頭通り沿いのた߼、交通㊂多いޕ 売却の意思ߥしޕ㧔回答あり㧕

9 ศ祥寺東璼

約7平0㎡

(約平18坪)

80 300
空きビル

㧔中古㧕

ศ祥寺駅より徒歩㧡分

㧔約ィイ0m㧕

ศ祥寺駅前 ੖日市街道沿いߢあり、駐車場߽北側

ޕありߦ

売却の意思ߥしޕ賃貸先߽先約ありޕ

㧔回答あり㧕

10 西久保

約年ィ0㎡

(約10年坪)

60 200
空きビル

㧔中古㧕

三鷹駅よりバスまたߪ

徒歩17分㧔約1ん年00m㧕

店舗、住宅߇混在する地域ޕ

11 御殿山

約イィ0㎡

㧔約160坪㧕

80 300
既存建物あ

り

ศ祥寺駅より徒歩㧟分

㧔約平イ0m㧕

ศ祥寺駅前 ੗の頭公園隣接ޕ

バス通り沿線、交通㊂ߪ多いޕ

分割売り可

12 ศ祥寺本璼

約平ん000㎡

㧔約600坪㧕

60 200
NTT営業所

既存建物あ

り

ศ祥寺駅より徒歩㧡分

㧔約イイ0m㧕、東急タ

ドートより徒歩１分

㧔約80m㧕

ศ祥寺駅前 周辺ߪ閑静ߥ住宅街ޕ 事務所ビル建築建築可

13 境

約7ん000㎡

(約平ん100坪)

40 80 公園

武蔵境駅より徒歩㧤分

㧔イ00m㧕、武蔵高校バ

ス停より徒歩１～㧞分

武蔵境駅前 南側、઄川ߦ隣接ޕ 事務所ビル建築建築　不可

14 御殿山

約平ん000㎡

㧔約600坪㧕

50 100 畑

三鷹駅より徒歩㧡分

㧔約ィ00m㧕、߻らさき

橋バス停より徒歩１分

金融機関まߪߢや

や距離߇あるޕ

バス停ߪ成蹊通りޕ 事務所ビル建築建築　不可

15 ศ祥寺本璼

約年イ0㎡

㧔約106坪㧕

約1ん100㎡

(約年年0坪)

80 300
共同住宅

㧔新築㧕

ศ祥寺駅より徒歩㧟分

㧔約平イ0m㧕

ศ祥寺駅前 駅前地域ޕ すߦߢ共同住宅建設としߡ決定しߡい

るた߼、交渉ߪ非常ߦ困難ޕ

16 ศ祥寺本璼

約1イ0㎡

㧔約ィイ坪㧕

60 200 古家

ศ祥寺駅より徒歩㧟～

４分㧔約年00ｍ㧕

ศ祥寺駅前 現在空家

17 ศ祥寺北璼

約年090㎡

㧔約9年7坪㧕

40 80 更地

ศ祥寺駅より徒歩平イ分

㧔約平ん000ｍ㧕

多摩信用金庫 住宅地

1
旧中央図書館跡

地

ศ祥寺北璼

約平ん000㎡ 60 200

更地 三鷹駅徒歩約16分

市民文化会館前バス停

徒歩約平分

都民銀行ߦ徒歩約

イ分

南側ߪ保健センター・中央図書館、道

を隔ߡた西側ߨߪߦんきん事務所߇あ

り、市役所まߢ徒歩イ分程度

ޤ否ޣ

第੖期基本構想・長期計画の中ߢ議論

される公共用地ޕ現段階ߢ両法人の社

屋を建ߡる又ߪ合築するという議論ߪ

ޕいߥきߢ

2
武蔵野市立保健

センター内

ศ祥寺北璼

ィんィ7平㎡ 60 200

保健セン

ター

三鷹駅徒歩約16分

市民文化会館前バス停

徒歩1分

都民銀行ߦ徒歩約

イ分

南側ߪ中央図書館、北側ߪ旧中央図書

館道を隔ߡた西側ߨߪߦんきん事務所

徒歩ィ分程度ߢあり、市役所ま߇

ޤ否ޣ

現在健康課、健康開発事業団の事務所

としߡ使用しߡいるたޕ߼

3
武蔵野公会堂建

替

ศ祥寺南璼

1ん871㎡

平ん7平7㎡ 80 600

昭和年8年築 ศ祥寺駅徒歩約平分 ศ祥寺駅北口付近

金融機関ありߦ

ศ祥寺南口の商業地域ߦあり੗の頭公

園ߦ向߆う途中ߦあるޕ

ޤ否ޣ

公会堂建替え計画未定

今後の公会堂のあり方ߦついߪߡ、第

੖期基本構想・長期計画の中ߢ議論さ

れるޕ

4
新クリーンセン

ター街区

緑璼

60 200

クリーンセ

ンター、野

球場、テニ

スコート、

緑璼コミュ

ニティーセ

ンター

三鷹駅徒歩約平0分

市営プール前バス停徒

歩1分

都民銀行ߦ徒歩約

イ分

南ߪ市役所、東ߪ総合体育館߇あり公

共施設߇多い地域

ޤ否ޣ

新クリーンセンター建設計画߅ߦける

りߤߺ、ߪߢޠ考え方ߥ市の基本的ޟ

を含߼た現状の配置を前提とし߇ߥら

新施設との融合を図るޠとߥっߡい

るޕ新クリーンセンター稼動߇ᐔ成平9

年ߢあり、街区整備ߪそれ以降とߥ

るޕ候補地とߥߪらߥいޕ

5
市役所西棟内

緑璼

－ 60 200
庁舎西棟 三鷹駅徒歩約平0分

武蔵野市役所バス停徒

歩0分

都民銀行ߦ徒歩約

イ分

北ߪクリーンセンター、東ߪ総合体育

館߇あり公共施設߇多い地域

ޤ否ޣ

現ߦ使用しߡいるたޕ߼

6
中璼第1第平駐輪

場

中璼

11ィ1㎡

190イ㎡

80 500

駐輪場 三鷹駅徒歩約1分 三鷹駅北口付近ߦ

金融機関あり

三鷹駅ߦ近い商業地域 ޤ否ޣ

高度利用߇可能ߥ用地ߢあるた߼、今

後三鷹駅周辺の他の公共施設、市有地

とと߽ߤߦう有効活用しߡいくの߆第

੖期基本構想・長期計画ߢ議論される

対象ߢあるޕ用途߇具体化するまߢ早

く߽ߡ数年を要すること߆ら候補地と

することߢߪきߥいޕ

7
旧桜堤小学校東

校舎

桜堤

－ 60 200

昭和ィ1年築 武蔵境駅徒歩約18分 近くߦ金融機関ߪ

く、武蔵境駅付ߥ

近ߥߦるޕ

南側ߦ第ੑ中学校、北側ߦ桜堤調理場

近くߪߦ桜堤ケアデウス߇ある

ޤ否ޣ

現ߦ利用しߡいるたޕ߼

8
保健所ޤ都ޣ

西久保

平ん1平イ㎡ 1ん6年8㎡

80
60

300
200

武蔵野三鷹

地域セン

ター

三鷹駅߆ら徒歩約10分

保健所前バス停徒歩0

分

都民銀行ߦ徒歩約

年分

南側ߪ郵便局ߢ施設前の道路ߪ中央通

りߢバスの便߽多いޕ

ޤ否ޣ

保健所の分室としߡ機能しߡいるた

ޕ߼

9
西部図書ޤ都ޣ

館

境

999㎡

40
60

80
200

昭和イ6年築 武蔵境駅徒歩約1平分

ムーバス西部図書館下

車

近くߦ金融機関ߪ

く、武蔵境駅付ߥ

近ߥߦるޕ

都営境住宅1.平階、都営住宅の一角の

西側ߪすߋ小金੗市ޕ

近くߪߦ亜細亜大学、東側ߪߦ大規模

ブンション߇ある住宅街

ޤ否ޣ

廃止後のあり方ߦついߪߡ、都営住宅

建設ߦ伴い地元還元施設としߡ都߆ら

借りߡいる建物ߢあることを踏まえߡ

都と協議߇必要ߥこと、使い勝手・バ

リアフリー対応߇不十分ߥたޕ߼

事務所移転調査地(民有地・民間ビル・公共用地・公共施設の検証）　一覧表

1





22.06.18. 第ੑ回 事務所移転検証委員会資料 

資料 01-01 

 

 の確認に関する資料ޠ社屋移転に関する㧠つの基本的事項ޟ

 

㧝 迅速性 

災害発生ߦよる自らの被害を極力抑え、公的機関としߡ、非常時߅ߦい߽ߡ

最大限活動ߢ߇きる環境整備ߦ努ߥ߼けれ߫ߥらߥいޕそのた߼、耐震強度߇

不足しߡいる危険建物(Ｉｓ値０．㧟)߆ら、可及的速やߦ߆移転しߥけれ߫ߥ

らߥいޕ 

 

㧞 確実性  

全機能を完全ߦ移転することޕ現在の事務所ߪߦ、機能を一切残しߥߪߡら

ޕいߥ  

完全移転するたߦ߼、現実的ߥ手法を選択しߥくߥߪߡらߥいޕ  

  㨬現実的㨭とߪ、理想またߪベストを追求しߡ、迅速性を阻害すること߇あっ

ޕいということߥらߥߪߡ  

 

㧟 基金の活用 

  それߙれの法人のᐔ成 21 年度曒基金残高߇、福祉公社老後福祉基金４億 9598

万౞、市民社協社会福祉基金４億 2871 万౞あり、その有効ߥ使途߇課題ߢある

ことޕ  

  法人の運営・活動拠点の整備ߦ基金を充ߡること߇、㨬安定した財政運営の߽

とߢ事業の推進を図るたޠ߼ (福祉公社老後福祉基金規程 市民福祉の向਄をޟ、(

㧔市民社協社会福祉ޠ߼資するたߦ行う事業の充実及び推進߇本会ߦ߼るた߆ߪ

基金規程㧕とする各基金の設置趣旨ߦ適う߽のߢあることޕ  

   

㧠 一体性の確保、民間活力の利用 

 㧔㧝㧕一体性の確保 

    福祉関係団体の中ߢ、すߦߢ同一建物内ߢ事業活動しߡいることޕ  

    現ߦ共有 (共用 )し、共有 (共用 )可能ߥ資源の有効活用ߢ߇きることޕ(会議

室、駐車場、車両、大型事務機器 etc) 

両法人の施策連携を図る際ߦ、有利ߢあることޕ  

今後、高齢者等の在宅福祉サービスߪ、要੺護者の増、コミュニティや

親族機能の低下等ߦより、需要の増加と一層困難ߥサービス提供߇求߼ら

れると予想されるޕ同時ߦ、市民ߦよる地域福祉活動߽、高齢化の進行ߦ

よる活性化߇課題とߥること߇予想され、両法人の資源の相互活用・補完

ޕられる߼求߇きる体制を構築することߢ  

        

 㧔㧞㧕民間活力の利用 

    法人及び公的負担の軽減並びߦ公有財産の活用の限界、制約といった課

題を克服する手段としߡ、民間の資源の積極的を図るޕ  



平平.07.1イ　第三回　事務所移転検証委員会 資料01-01

委員長 㧭委員 㧮委員 Ｃ委員 㧰委員

現

行

案

ߦ

対

し

ߡ

・経済的メリットߦついߪߡ、

現在価値のキャッシュフューߢ

ゼュߥߦるべくシミュヤーショ

ンしߡいるのߥߪߢいޕ߆

所ޟ、ߪޠ建設協力金方式ޟ・

有権を譲渡すると賃貸借の契約

主体߽譲渡されߡしまうޠޕ

ߥ建設協力金のメリットとޟ・

る条項ޠの引き継߉を、譲り受

けた第三者ߦ強制し、拘束する

ことߢߪきߥいޕ契約違෻ߪ問

える߇、損害賠償というߛけの

問題ޕ

・途中解約した場合、建設協力

金の扱いߪ？

・相手方߇解約した場合、実際

しߡ使われߦ建設資金ߪ金߅

まっߡいるのߢ、事実਄返しߡ

߽らえるの߆？

ߜこߢޠリースバック方式ޟ・

ら߇解約した場合のޟ返金免除

特約ߪޠ絶対ߦ排除しߥけれ߫

いけߥいޕ

・いくら貸主さん߇言っ߽ߡ、

金融機関としߪߡ一番抵当ߥߢ

けれ߫駄目ߥのߪߢ？

・倒産したり破産した時ߦ㧔一

番抵当をとっߡいたとしߡ

߽㧕、価値の下落ߦより、実際

の価値をキープߢきるのޕ߆

・定期借地のコスト比較等߽し

？ߪߡߺߡ

のメリッޠ建設協力金方式ޟ・

トߪ、金利分を෻映しߥく済߻

のߢ、通常の賃貸料よりߪ安く

済ޕ߻

・契約߇長期ߦ渡ることのリス

クޕ

・抵当権を設定し߽ߡ賃貸人߇

売却することߪ可能ߥߦっߡし

まうޕ

・貸す方としޟ、ߪߡ平0年間借

り߽ߡらわߥけれ߫困るޠとい

う貸す方のリスク߽含ߡ߼リス

クߪߢ？

・借り側としߡ平0年間拘束され

るというリスクߪあるޟޕ中途

解約ޟޠ転貸ߢきるޠ߆という

こと߽考えߥけれ߫いけߥいޕ

・税務的ޟ、ߪߦ事象を事後ߦ

のߥという話ޠ߆う捉えるߤ

ߥいけߪߡ先行し߇税務、ߢ

いޕ

・公社と社協߇収益事業をやっ

与えた経、ߪߡよっߦ߆いるߡ

済的利益ߪ寄附金や交際費等ߢ

加算ޕ

・月額平平イ万の根拠ߪ？

基

金

ߦ

つ

い

ߡ

・基金の充当߇早急必要ߥߦっ

たというふうߦ当ߪߡまるんߢ

すޕߨ߆耐震性と߆加味しߡ

とޕ

第１条の、ߪߦޠ基金取崩ޟ・

設置目的等の制度趣旨を෻映さ

せ解釈すること߇必要ޕ

・社協の基金規程第６条ޟ処

分ߪߦޠ書いߥߡいޟޕ処分ޠ

？ߪߢ抵触するのߦ第６条ߪ

４

つ

の

基

本

的

事

項

・移転まߢ数年とߥった場合、

大地震ߦより機能しߥくߥるリ

スク߽あり、無理߇あるޕ

・責任の所在߽問題ޕ

・三者協定の経緯ߪ？

・４つの基本的事項の決定過程

？ߪ

・業務߇異ߥるੑ法人߇、一体

いというߥけれ߫いけߥ移らߢ

議論ߥ߇いޕ

検

証

ポ

イ

ン

ト

・災害対応策߽含ߡ߼、建物ߪ

ޕ߆うあるべきߤ

というޠ߆の施設߼誰のたޟ・

ことを明確ޕߦ

・働く人たߦߜとっߡ、一番働

きやすい環境とߪ？

・金融機関との連携関係߽比較

評価ߦ入れ߅ߡくべきޕ

・定性的評価ߪ、いろいろߥ意

見を踏襲した਄ߢ客観性を高߼

ることޕ

・環境評価߽必要ޕ

・相談窓口ߪ点在すべきޕ事務

局分散ߪ効率悪化ޕ

・事務局と相談窓口߇離れߡい

ޕという議論߽必要߆良いߡ

・ＩＴ利用の議論߽必要ޕ

・市民のޟ安全性ޟޠ利便性ޠ

をコンセޠ満足感ޟޠ経済性ޟ

プトޕߦ

を検証すޠ現行案の妥当性ޟ・

ると同時ޟ、ߦ代替案と比較ޠ

すること߽必要ޕ

・後見係の財産管理業務ߦつい

ޕ߆うߤߪ銀行との距離、ߡ

・権利擁護相談を受けるのߦ、

地域性という意味ߤߢうޕ߆

項ߥという定性的ޠ利便性ޟ・

目の評価方法の検討߇必要ޕ

・民間の既存建物を賃借りす

るޕ

・行政㧔市や都㧕の既存建物の

未利用スペースを使わせ߽ߡら

うޕ

・市有土地を有効ߦ活用ޕ

・民間の土地ߦ建物を建ߡるޕ

委

員

会

の

進

߼

方

・前線職員の意見߽取り入れ

ޕߡ

・これޟߪ現行案の検証ߪߢޠ

したプߦ現行案を題材ޟ、くߥ

ュセスの検証ߢޠあるޕ

・プュセスの中ߢ見えߡくる課

題を検証するޕ

・現行案ߪまߛ検証するߦ至ら

比較ߡしߦ代替案߽横並びޕߕ

するޕ

ߕ議論され߇ޠあるべき姿ޟ・

方とのߥいろいろ、߼いるたߦ

議論߇必要ޕ

ޠ建設協力金以外の手法ޟ・

を、委員ޠ調査地の多面評価ޟ

会ߢ議論した後ߦ、評議員、理

事、市民の方を交えߡ意見交

換ޕ

・その結果を中間報告のようߥ

形ߢまと߼るޕ

しߦ迅速性をある程度犠牲ޟ・

とޠいߥけれ߫いけߥ移転しߡ

いうところまߢの検討߇必要

？߆

・我々の基本的ߥ考えとしߪߡ

ゼュベースޕ

・議論ߦ沿っߡ物件を選定する

べきޕ

概

況

・不透明感

のޠ場所ޟとޠあるべき姿ޟ・

議論߇整理されߡいߥいޕ

・Ｉｓ値0.年という施設ߦ大災害

ߪߡ起こったとき、基地とし߇

失格ޕ

・キーワーチߪコミュニケー

ションޕ

・全社的ߦ、߽う少し議論の場

を広ߍるきっ߆けߥߦれ߫い

いޕ

・皆さん߇同ߓ方向性を向いた

形ߢ進ߡ߼いߥ߆いと決しߡ良

くߥߪらߥいޕ

・入口部分のところߢ、߽う少

しৼ寧ߦやっߡいく必要߇あ

るޕ

・両法人の活動ߪ行政の施策と

リンクする部分߽ある߇、事務

所移転の将来的ߥビグョン߽ߦ

一定の配慮߇必要ޕ

・皆さんの認識、理解の共有化

をまߕ前提ޕߦ

・それを今回の事務所移転のコ

ンセプトߦするという作業ߤ߇

うし߽ߡ必要ޕ

・一体とߥっߡ協力㧔地域ネッ

トワーク㧕しߡいߥ߆けれ߫い

けߥい問題ޕ

・そういった視点ߢ将来を見据

えߡいߥ߆けれ߫いけߥいޕ

・理事と評議員の意見߇まと

まっߥߡいޕ

・公社と社協の職員の温度差߽

ޕるߓり感ߥ߆

・話し合い߇きߜんとߢきる会

ߥいらߪあれ߫、検証委員会߇

いޕ

シ平平.06.18.　第ੑ回　事務所移転検証委員会ߢの主ߥ意見一覧表

1／1
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新事務所のあるべき姿≋福祉公社≌  

 

 

㧝  福祉公社の基本理念  

ޕを目指すޠきる老後生活を保障することߢ安心ߦの市民ߡすべޟ   

 

㧔㧝㧕理念に基ߠく公社の任務㧔プッション㧕  

 市と連携しつつ、行政や民間事業者߇実施するߓߥߦまߥい事業を、公

ᐔ中立的立場߆ら、柔軟߆つ機動的ߦ展開し、市全体の福祉のヤベルアッ

プߦ寄与することޕ  

㧔㧞㧕本部事業㧔新事務所に拠点を置く㧕の将来展望  

Ԙ  後見センタヴ機能㧔在宅サヴビス課後見係㧕  

・事業理念ޟ利用者の尊厳ある生活の確保のたߦ߼、その全人的支援を行

うޠ  

・具体的事業展開  

親族ߦよる保護機能を欠いた市民を、その没後対応まߢ含߼包括的ߦ

支援するサービスを展開するޕそのὑߦ、身਄配慮サービスとリバース

モーオーグ、権利擁護事業、成年後見事業とそれらの関連事業㧔相談調

整、啓発普及等㧕を行うޕ  

・今後のニーゲ  

当初ߪ、高齢者層を対象としߡいた߇、超高齢社会・非婚社会の進行、

社会状況の変化ߦより、身体・知的・精神障߇い者ߦ対象層ߪ拡大しߡ

いくޕ故ߦ、福祉サービス利用を含߻利用者生活の基礎を支える全人的

支援ߪ、今後߽、ニーゲ߇増大すること߇予想されるޕ  

ԙ  ホヴヘバルハセンタヴ機能㧔ホヴヘバルハセンタヴ武蔵野㧕  

 ・事業理念ޟ市のホームバルプサービスの基礎を支える安心のドートナーޠ 

・具体的事業展開  

市内の訪問੺護事業者のサービスの質の向਄を図るた߼、研修機関の

役割を担うޕ更ߦ、市内ߢケアߦあたるバルドーの相互のつ߇ߥりの核

を担うߤߥ、横断的ߦバルドーをサポートする様々ߥ機能を発揮するこ

とを考えߡいるޕこの他、困難事例を引き受け、੺護保険の訪問੺護事

業を展開し、市独自のケア事業を受託する等、市内のホームバルプサー

ビスの基礎を支え、これらの各事業をバメンスよく展開しߡいくޕまた、

訪問੺護事業を実施する਄ߢ、ケアブネグャー部門を確保するޕ   

  ・今後のニーゲ  

    認知症見቞りケア等の੺護保険制度ߢ対応ߢきߥいサービス߇、今後

増大すると考えられるޕまた、੺護保険サービス利用者の中߽ߢ利用者

負担金を滞納しߡいる等の理由߆ら、一般の民間事業者߇対応ߦ苦慮し
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ホームバルプサービ、ߤߥサービスを提供する߽ߡ対しߦいる利用者ߡ

スߦ関する市内の最後の引受者的機能㧔セーフティネット㧕を果たすޕ

バルドーの離職率߇高く、安定的ߥケアの人的資源を確保しߦくい状況

行ߡ役を担い、支援し߉ߥ市内のバルドー同士のつ、ߕ所属を問わ、ߢ

く取り組ߪߺ、大きߥ意義を持つޕ  

 

 

㧞  施設としߡの機能  

㧔㧝㧕市民が利用しやすいサヴビス窓口としߡの機能  

・地域リデビリテーションの観点や利用者像߆らߪ、公社ߦよるサポート

を希望する様々ߥ市民߇利用可能ߥ施設ߢあること߇基本ߢあるޕその

点߆ら、障߇い者用多機能トイヤ㧔ߛれ߽ߢトイヤ㧕、手すり、車椅子

利用可能ߥ廊下の幅等、一般ߦ要求される設備を具備することޕ  

・入り易く、情報発信ߢきる受付窓口  

・プメイバシー߇確保される個室相談室߇複数あることޕ  

㧔㧞㧕働くスタッフが効率的に、気持よく働ける施設および機能  

・複数の個室相談室㧔後見係への相談来訪߇主ߢある点߆ら㧕  

・セキュリティ・システム㧔後見係ߪ、金融事務を主とするた߼㧕  

・専用セキュリティ・システムを備えた金庫室、金庫  

・書庫・倉庫等の保管場所㧔保存文書߇膨大ߥߦるのߢ㧕  

・会議室  

・講義室㧔市民のた߼の老いߓたく講ᐳ、成年後見・老いߓたく相談会等

啓発事業用㧕  

・職員休憩室  

・自転車、バイク置き場、駐車場㧔事務所を起点ߦ利用者宅を訪問するこ

と߆ら㧕  

・事務所と乗り物置き場の移動߇スムースߢあること  

・洗濯室、シャワー室、乾燥室、物ᐓし場㧔利用者生活と密接ߥサービス

提供߆ら㧕  

・調理実習室、੺護実習室、補助器具、੺護用品展示スペース㧔ホームバ

ルプセンターߦ関し、将来、ノメンチを設けるとし߽ߡ、本部ߪߦ研修

機能を具備したい㧕  

・市内ߢケアߦあたるバルドー㧔所属事業所を問わߕ㧕߇集い、交流し、

学び、休息ߢきる等の機能を持つ、バルドーの総合支援スペースޕ  

㧔㧟㧕施設としߡ相応しい立地環境  

Ԙ  総論  

   市の中心部ߢ、複数の金融機関߇近隣ߦあり、交通の便の良い、市民߇

相談ߦ来訪しやすく、分߆りやすい立地ޕ  
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ԙ  後見係  

・複数の金融機関߇近隣ߦあることޕ  

Ԛ  ホヴヘバルハセンタヴ武蔵野  

・市内全域の利用者宅を訪問しやすい市中心部߇望ましいޕまた、将来、

本部の他ߦノメンチを整備するߥら、利用者ニーゲの高い地域ߦノメン

チを設けるޕ  

  

㧔㧠㧕関連機関とのネットワヴク  

   公社ߪ、利用者生活を広範ߦ支援すること߇サービスの中心ߢあるޕ市

民ߦサービス提供、営業しߡいるあらゆる事業者߇、ネットワークの一員

ޕあるߢ  

福祉・医療・保健関係ߪߢ、市役所の福祉部門を߼ߓߪとする各課、在

宅੺護支援センター、地域包括支援センター、市内外の福祉施設、福祉サ

ービス事業者、病院、診療所、福祉系Ｎ㧼㧻法人等߇あߍられるޕこれら

の機関ߦ対し、利用者利益を図るたߦ߼、代弁・仲੺機能を果たすޕ  

一方、都市銀行を߼ߓߪとする各種金融機関や裁判所、法務局、公証役

場、警察、法ᓞ事務所、司法書士事務所等との連携ߪ、権利擁護・成年後

見事業ߢ不可欠の߽のとߥっߡいるޕ  

この他ߦ、利用者生活ߦ関わる小売店舗や工務店、水道工事事業者、葬

儀社、新聞販売所、廃棄物事業者等߽利用者ニーゲ解決のた߼の資源とߥ

るޕ  

 

㧔㧡㧕非常時ン災害時における施設対応及び機能  

  ・利用者の安否確認、保護等の処遇を行うことޕ  

・保管財産、個人情報等の安全ߥ確保ޕ  

・必要ߥサービス提供の継⛯ޕ  

・市の防災初動体制とリンクし機能するޕ  

 

㧔㧢㧕地球環境に考慮した施設計画  

・公的機関の建物としߡの責務を果たすޕ  

・太陽光発電、屋਄緑化ߤߥ建築業界ߢ一般的とされる機能を具備するޕ 
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新事務所のあるべき姿 㧔市民社協㧕 

 

１ 市民社協の基本理念 

 ޠޢくりߠߜ主役 ささえあいのま߇ߥんߺޡよるߦ市民の主体的参加と協働ޟ

 

㧔１㧕基本目標 

Ԙより多くの市民の福祉活動への参加をଦ進する 

住民の関心や問題意識ߦ応ߓた福祉活動への参加を確保しつつ、参加のた߼の情報提

供や地域福祉課題への理解を深߼るޕ 

ԙ自立した市民活動ߦよる福祉課題の解決を図る 

地域߅ߦける福祉課題や、その解決手段ߪ住民自身߇一番良く理解し߅ߡり、住民߇

地域福祉の問題解決ߦ向けߡ創意工ᄦをこらした活動を実践ߢきるよう支援を行うޕ 

Ԛ地域住民とボメンティアの協働を実現し、地域福祉の推進力を高߼る 

地域の生活課題ߦ取り組߻住民と、ある分野ߦ特化した問題・関心ߦ従っߡ取り組߻

ボメンティアと߅、߇互いの特徴を生߆しߡ活動を進߼ること߇肝要ߢあり、地域住民

 ޕよる活動とボメンティアセンター武蔵野事業との連携を図るߦ

ԛ活動分野を多様化するた߼のネットワークを構築する 

震災時の要援護者を巡る問題ߤߥ地域の問題解決ߪߦ、社会福祉ߛけߥߢく警察、消

防、交通、都市計画等様々ߥ領域を横断した取り組߇ߺ㊀要ߢあり、ޟささえあいのまߜ

 ޕいくߡ߼ネットワークの形成を進、߼の実現のたޠくりߠ

Ԝ情報の収集と発信機能の強化を図る 

ߦ߼地域福祉やボメンティア活動を推進するた、߼のたޠくりߠߜささえあいのまޟ

 ޕあるߢ必須߇役立つ各種情報の収集・発信ߦ活動、ߪ

ԝ地域福祉ネットワークの構築 

地域社協活動のさらߥる発展や、市民社協の事業の展開のた߼、住民同士のつ߇ߥり

や、地域の関係機関・団体とのネットワークの確立を目指すޕ 

Ԟコータィネート機能の充実 

地域福祉の実現ߪߦ、生活課題を抱える方や地域住民、関係機関・団体等を適切ߦ結

びつけ߇ߥら問題解決を図る必要߇あり、こうした人材の育成やコータィネートを行え

る事業体制߇㊀要ߢあるޕ 

 

㧔㧞㧕市民社協の将来展望 

 体制への移行ޠ社協ߥ応えられる新たߦ住民のニーゲޟら߆ޠ調整型社協ޟ

これまߢ市民社協としߡ取り組んߢきた地域社協の整備と併せߡ、課題を抱える住民

のニーゲを適切ߦ把握し、支援へ結びつけߡいくことや、住民߇主体とߥった地域福祉

団体の多面的ߥ支援を行い、地域福祉の新たߥ課題ߦ対応ߢきる体制ߠくりを目指すޕ 

Ԙޟ地域福祉コータィネーターޠの役割強化 

地域の生活課題を丸ߏと受け止߼、解決へ結び付けるようߥ仲੺の役割を担う専門職

としߡその役割を見直し、強化するޕ 

ԙޟ住民支援ޠの実施 

地域住民のつ߇ߥりを創出し、つ߇ߥりの中߆ら住民の生活課題を探り、解決ߦ結び

つける支援を行うޕその一つとしޟߡ居場所ߠくりޠへの支援を進ߡ߼いくޕ 

Ԛ地域福祉団体への支援 

地域住民の課題を受け止߼、適切ߥ支援を継⛯的ߦ行うた߼、高齢者や障߇い者、 

児童ߤߥあらゆる分野ߢの地域福祉団体への運営支援を行うޕ 
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㧞 施設としߡの機能 

㧔１㧕市民߇利用しやすいサービス窓口としߡの機能、社協ߦ求߼られる機能 

ソフト㧔機能㧕 デーチ㧔設備㧕及び機能補足説明 

A.相談窓口 

㧔各種貸付相談、 

ボメンティア相談、

その他相談ߤߥ㧕 

 

 

B.申請窓口 

㧔移送サービス、理

容・美容サービス、

福祉用具貸与事業

 㧕ߤߥ

・貸付ߤߥの相談者ߪߦ、プメイバシー߇確保される複数の相談スペー

ス߇必須ޕ㧔この１年ߢ相談者数߇激増した背景ߪߦ、貸付事業の制度

拡大・創設߇あるޕ今後߽現在の状態߇⛯くとߪ言い切れߥいた߼、

可動式の壁ߤߥ、フヤキシノルߥ対応߇出来る構造߇望ましいޕ㧕 
 
・ボメンティア相談者ߪߤߥ、入りやすいオープンߥ雰࿐気の窓口߇必

要ޕᐳっߡ職員と相談のߢきるィウンター߇よいޕ 
 
・ボメンティアセンターߦついߪߡ、社協本体と必ߕし߽一体ߢある必

要ߥߪく、第一ߦ利便性のよい場所ߦあること߇望まれるޕ会議室ߥ

後述、ߦ人の集まりやすい場所ߤߥくと߽、駅の近くߥきߢ確保ߪߤ

するޟ情報収集・発信機能ߦޠ必要ߥ設備と職員のいる机߇あれ߫、

最低限の機能を有すこと߇出来るޕ㧔第㧞回検証委員会を行った߆ޟた

らいの道ޠのようߥ場所ߢよいޕ㧕 
 
・申請ߦついߪߡ、書類記入等のスペースのあるィウンター߇必要ޕ 

C.広報・啓発機能 
・広報紙作成ߦあたっߪߡ、地域社協運営委員・ＶＣＭ運営委員߆らߥ

る広報委員会を開催し߅ߡり、地域社協関係の会議߽㧡０ฬ程度の参

加߇あり、会議室ߪ必須ޕまた、講ᐳや評議員会߇ߤߥ開催ߢきる㧡

０ฬ以਄定員の会議室߽必要ޕ 
 
・地域活動実践者の裾野拡大のὑ߽ߦ、現在の社協事業と関係しߡいߥ

い層の取り込ߪߺ必須ޕ現行の事業のߪߢߺ、裾野拡大ߪ望ߥ߼いの

ある߇のスペース߼事業実施のたߥ支援事業を行えるようߡ子育、ߢ

と新たߥ展開߽考えられるޕ㧔事業を通した社協の認知へ㧕 

D.福祉活動・事業の企

画及び実施機能 

E.情報収集・発信機能 

・掲示板やドンフヤットメック、情報誌や書籍ߤߥの設置スペース߇必

要ޕまたそれらを閲覧ߢきるスペース߇あること߇望ましいޕ相談ߪ

窓口ߢ対応ޕ 
 
・全国社会福祉協議会を߼ߓߪとする各種福祉関連機関ߦよる報告・研

究書߽蓄積しߡいるޕ現在の書棚ߪߢ限界߇あり書庫の増設߇必要ޕ 

F.住民ニーゲ・福祉課

題の把握及び住民活

動の推進機能 

・職員߇地域ߦ出向いߡ行うべきことߦついߪߡ、事務所ߦ求߼られる

設備等ߥߪいޕサュンスペース㧔フリースペース㧕߇あることߢ、市

民同士や市民と職員との交流・相談の場所とߥるޕ㧔現状ߪߢ、駐輪場

や路਄ߢの立ߜ話とߥっߡいるޕ㧕 

G.福祉活動・事業の支

援機能 

・団体ߪ活動や打合せの場所を必要としߡいるところ߽多いޕフリース

ペースのほߦ߆、会議・事業㧔イベント・講ᐳ㧕のた߼の施設貸出߇

 ޕきるとよいߢ
 
・団体の発行する広報やチメシの印೚機・紙折り機等の設備߽必要ޕ 

H.社会福祉関係者や

他の分野の団体との

連携・連絡調整機能 

・施設利用者を限定しߥいた߽ߦ߼、バリアフリー対応の施設ߢあること

 ޕ望まれる߇
 
・後述するޟ㧔㧟㧕施設としߡ相応しい立地環境ߦޠ記載の通り、事業ߦ

より求߼られる立地条件・設備ߪߤߥ異ߥっߡくるた߼、将来的ߪߦ、

相談・申請窓口機能ߦ関し１、ߪߡィ所ߦ集中させるのߥߪߢく、市

内ߦいくつ߆のノメンチを設置し、そこߢ対応することߢ、市民ߪߦ

利用しやすい環境とߥるޕ㧔法人としߪߡ、人員配置ߤߥデーチ以外ߦ

߽実施するߦあたっߡ整理すべき課題ߪあるޕ㧕 
 
・会議、講ᐳߤߥ多数の来訪者のὑの駐輪場、駐車場߇必要ޕ 

I.計画策定、提言機能 

J.調査研究・開発機能 

その他全般的ߥこと

 ߤߥ
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㧔㧞㧕働くスタッフ߇効率的ߦ、気持よく働ける施設߅よび機能 

・保存文書߇多いのߢ、書庫・倉庫の拡大߇必要ޕ整理整頓ߢ߇きることߢ、業務効率

の向਄߇期待ߢきるޕ 

・現在の建物ߪトイヤの臭い߇外部߽ߦ漏れߡいるޕ衛生਄の観点߆ら߽きれいߥトイ

ヤ㧔建物㧕ߢあること߇望まれるޕ 

・職員の休憩・食事のた߼のスペースޕ 

 

㧔㧟㧕施設としߡ相応しい立地環境 

Ԙ職員の視点߆ら 

・金融機関の近くޕ 

・事務所ߦいߡ来訪者を待つというスタンスߥߪߢく、職員自ら߇地域ߦ出向いߡ行く

という地域福祉担当部署߆ら考えれ߫、事務所の場所ߤߪこߦあっ߽ߡよいޕ 
 

ԙ施設利用者の視点߆ら 

・貸付ߤߥの各種相談等の来訪者߆らߪ、駅の近く、市の中心ということ߇よいޕ 

・駅の近くߪߤߥわ߆りやすいޕ 

・ムーバスの運行経路਄の場所ޕ 

・車の往来߇激しくߥいߤߥ、比較的安全ߥ環境ޕ 

・目的のある人ߤߪんߥ場所ߦあっ߽ߡ集まるޕ理解者・活動者の裾野を拡大するߪߦ、

関心のߥい人߽立ߜ寄れる場所߇望ましいのߢ、スードー、公園、図書館ߤߥ人の集

まる場所߇近くߦあり、ふらっと立ߜ寄れる場所ޕ㧔社協との接点の入口ߪ福祉ߥߪߢ

く߽ߡよい㧕 
 

Ԛ地域活動者の視点߆ら 

・社協の活動ߪいߦ߆頑張っ߽ߡ見えߠらい߽のޕ地域社協ߤߥ、地域活動者߇活動し

やすい状況をつくるὑ߽ߦ、その推進元ߢあり、支援者ߢある市民社協を理解し߽ߡ

らうこと߇㊀要とߥるޕよっޟ、ߡ市民の目ߦつく場所ޟ、ޠ目立つ場所ߦޠあること߇

㊀要ޕ 

支援サュンߡの相談事業や子育ߢくノメンチߥߪߢ本体、ߪߢということޠつくߦ目ޟ・

のようޟߥ目ߦ見えるޠ事業を通した認知度の向਄ということ߽考えられるޕ 

・武蔵野プヤイス内のޟ市民活動フュアߪޠ、ボメンティアや市民活動情報の発信拠点

社ߦら離れた場所߆駅、ߦ出来た際߇そういった情報拠点ޕある߇するという考えߦ

協߇あると、存在意義߇薄くߥっߡしまうたޟ、߼相互の連携߇取りやすいޟ、ޠ市民߽

行き来しやすいޠといったことを考え、その近くߦあるとよいޕ 

 

㧔４㧕関連施設・機関とのネットワーク 

・社協の中心事業ߪԘ地域社協支援とԙボメンティアセンターの運営ߢあるޕ関連施設・

機関とのネットワークߦつい߽ߡ、社協ߦとっߡの優先度を意図しߡネットワークを

構築する必要߇あるޕԘ地域社協支援ߦついߪߡ、ノメンチ機能߽ߦ関連する߇、立

川社協のようߦ㧞つのモタル地域ߦある地域包括支援センターߦ机を一つ置い߽ߡら

い、そこߦ地域福祉コータィネーター߇勤務するという方法߽あるޕ武蔵野市の場合、

より市民ߦ身近ߢ、地域の実情をよく把握しߡいる在宅੺護支援センターや、今後展

開を企図しߡいる住民の居場所等と特ߦ連携を進߼る必要߇あるのߥߪߢいޕ߆ԙボ

メンティアセンターߦついߪߡ、市民協働サュン、武蔵野プヤイス、あるいߪ協力事

業߽多い商工会議所、ュータリークメノ、メイオンゲクメノ、市内大手企業、その他

ボメンティア団体等との連携を優先しߡ進߼る必要߇あると感ߓるޕ 
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㧔㧡㧕非常時・災害時߅ߦける施設対応߅よび機能 

・災害時ߦ市民社協ߪ、市の地域防災計画の中ߢ、災害ボメンティアセンターの運営を担

うことߥߦっߡいるޕ㧔非常配備態勢のボメンティア班々長ߪ市民社協事務局長㧕 

・災害ボメンティアセンターߪ、市民文化会館ߦ設置されることߥߦっ߅ߡり、災害時の

対応を考えると災害ボメンティアセンター㧔市民文化会館㧕や市役所防災センターߦ近

い方߇連携ߪ取りやすいと思われるޕ 

 

㧔６㧕地球環境ߦ考慮した施設計画 

・市ߪߢ公共施設への太陽光発電ドネルの設置を進߅ߡ߼り、小中学校への設置߇完了し

たと聞いたޕせっ߆く建設するのߢあれ߫、太陽光発電ドネルの設置、あるいߪ今後設置

 ޕよい߇した方ߦ屋根や壁面等の構造・形状ߥ可能߇

・壁面緑化ޕ 

 

㧔７㧕その他 

※職員アンケート集計結果߽参照いたߛきたいޕ 
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ᐔ 成 2 2 年 7 月 15 日 

第 3回事務所移転検証委員会資料 

 

事務所移転の手法としߡ考えられる方式 

 

 

㧝 建設協力金方式 ⇒ 将来的 (償却期間)リスクあり   

土地オーナー߇建物建設を行い、定期賃貸借契約ߦより入居するޕ 

オーナーと金融機関との金銭消費貸借契約、ゼネコンとの工事請負契約をスムーゲߦ行 

うた߼、建設協力金を供出߇必要ߥߦると予想されるޕ 

 

 

 

 

㧞 建設協力金に依らߥい賃貸借方式 

 

 

㧞－㧝 テナント方式 ⇒建設協力金方式ߦ比べ簡素ߥスキームߢ、複雑ߥ契約関係ߥ߇くߡ済

充当ߢ一括前払い金ߥ家賃等を長期的、߇いߥ将来的リスク߽少ޕ߻

することߪ困難   

土地オーナー߇建物建設を行い、定期賃貸借契約ߦより入居するޕ 

建設資金ߪ、全ߡオーナーの手金及び金融機関߆らの借財とするޕ 

 

 

㧞－㧞 スケルトン賃貸借方式 ⇒それߙれ߇応分の負担をするスキームޕ㧞次側設備工事費ߦ、

法人側の一括支払い分を充当ߢきるޕ  

土地オーナー߇、躯体、1 次側設備、共用部内装のߺの建設を行い、定期賃貸借契約ߦより入

居する2ޕ 次側設備工事、専有部内装工事及び什器備品ߪテナント工事とするޕ 

スケルトン賃貸借のた߼、一般的ߥ事務所より賃料ߪ工事費相当分安くߥる2ޕ 次側設備・専

有部内装及び什器備品の点検、補修等ߪテナント負担とߥるた߼、共益費߽当然ߦ安くߥるޕ

一方、2 次側設備・専有部内装及び什器備品߆߆ߦる公租公課ߪテナントの負担とߥるޕまた、

オーナー側の借財߽小さいޕ 
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㧟 所有方式 

 

 

㧟－㧝 建物所有方式㧔土地ߪ定期借地権を取得㧕 ⇒土地オーナーの了解߇前提とߥるޕ 

 建物所有をするた߼のコスト߆߆߇るޕ定期借地契約終了後ߪ、更地ߦ戻し財

産としߡ残らߥいޕたߛし、オーナーの了解ߦより、新たߥ定期借地契約(更

新ߥߪߢい)締結又ߪ建物をオーナー߇⾈い取る可能性߽あるޕ   

土地オーナーと定期借地契約を行い建物を建設するޕ建設協力金方式、賃貸借方式ߦ比べ、

法人の負担߇大きくߥるた߼、基金の取り崩し分を増額する߆、新たߦ金融機関߆らの借財

を加えることߥߦるޕテナント収入ߤߥ収益を得る可能性߇あるޕ 

 

 

㧟－㧞 土地ン建物所有方式㧔全ߡの権利を所有する㧕⇒建物所有方式ߦ比べ更ߦ経費߆߆߇るޕ

将来ߦわたり所有権を確保ߢきるޕ 

  既存建築物件㧔建設中を含߻㧕を建物・敷地と߽購入するޕ又ߪ、事務所設置߇可能 

らの借߆金融機関、ߪ不足する部分ߡ資金としޕ土地を購入し、法人所有の建物を建設するߥ

財とする߇、法人の財政状況を圧迫する可能性߇高いޕまた、既存建築物件を購入する場合、

法人仕様ߦすること߇困難ߢあるޕ 

 

 

 

 

㧠 区分所有方式㧔土地オヴナヴと両法人の間ߢ区分所有する㧕 

 

 

㧠－㧝 建物区分所有方式㧔底地＝一部ߪ定期借地権を取得㧕⇒㧟－１と同様、土地オーナーの

了解߇前提ޕ法人の必要とする部分ߛけ権利を取得するの3－1、ߢ 比べߦ

調達資金ߪ少ߥくߡ済ޕ߻定期借地契約終了後ߦ建物を継⛯使用したい場

合ߪ、新たߥ定期借地契約を結ぶ必要߇あるޕ     

  土地オーナーと敷地の一部ߦついߡ定期借地契約を結ぶޕ 

  土地オーナーと共同ߢ建物を建設し、その一部を所有するޕ 

 

 

㧠－㧞 土地ン建物区分所有方式⇒土地・建物を将来ߦわたり共同使用することを前提ߦ、土地

オーナー߆ら所有割合ߦ応ߓた部分を購入するޕ 

  建物の区分所有割合ߦ応ߓ、建物敷地の一部を同率分、土地オーナー߆ら購入するޕ 

  建物ߦついߪߡ、土地オーナーと共同ߢ建物を建設し、その一部を所有するޕ 
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商業ể˰居地域ỉ境目Ệあ

Ủẇ

高層ビルầ建ềỤủễ

いたỜẆ広い面積ầ必

要Ầẇ

3 Ӵ祥寺北町

土地

ί貸ὸ

約ᾁ，὿὿὿㎡

ί約ᾅ὿὿坪ὸ

60

40

200

80

第ɟ種˰居地域

第ɟ種˯層˰居専用地域

ӧ

既存建物

あụ

本人 個人 ӧ能

三鷹駅ợụἢスまたỊ徒

歩ᾁᾄЎίᵐ,ᵎᵎᵎmὸ

西側三鷹中央通ụ接

道ẇ約ᵏᵐｍ

郵便局隣接 市役所ίᵏᵎᵎmὸ ˰宅ầ密集Ẳềいễいẇ市役

所Ệ近いẇ

4 Ӵ祥寺南町

土地Ẇ建物

ί売Ẇ貸ὸ

約ᾃᾇ὿㎡

ί約ᾀᾃᾄ坪ὸ

約ᾀ，ᾀ὿὿㎡

ί約ᾂᾂ὿坪ὸ

80 240 近隣商業地域 ӧ

空Ẩビル

ί新築ὸ

業者 法人

駐輪ᾀ὿Ө

駐車ᾁӨ

Ӵ祥寺駅ợụ徒歩ᾀЎ

ίᵖᵎmὸ

北側ɟ方通行ᾃｍ道

路ẇ

各銀行ỉӴ祥寺支

店まỂᵐᵎᵎｍ範囲以

内

商工会館ίᵏᵓᵎmὸ 飲食店等ỉ近くỂ専修学校校

舎ầ隣接ẴỦẇ中央線沿いỂ

あỦẇ

駐車場ầễいẇ

5 Ӵ祥寺北町

土地

ί売Ẇ貸ὸ

約ᾃᾁ὿㎡

ί約ᾀᾂ὿坪ὸ

80 300 近隣商業地域 ӧ 更地 本人 個人 隣地駐車場

Ӵ祥寺駅ợụ徒歩ᾀᾁЎ

ίᵏ,ᵎᵎᵎｍὸ

東側Ӵ祥寺通ụ約ᵏᵓm

道路ẇ

北側ᾅｍ道路ẇ

各銀行ỉӴ祥寺支

店まỂ徒歩ᾆЎ

Ӵ祥寺ἜὊシンἂ

ホὊἲίᵏᵓᵎmὸ

Ӵ祥寺通ụ沿いỂ東急ἙἣὊ

ἚまỂ徒歩ᾆЎ

ɟ部ί約ᾅ὿坪ὸỊ売却

ӧ能性ỊあỦẇ

6 Ӵ祥寺北町

ビル

ί売Ẇ貸ὸ

約ᾅᾅ὿㎡

ί約ᾁ὿὿坪ὸ

ᾀ，ᾁᾇ὿㎡

ί約ᾂᾇ὿坪ὸ

近隣商業地域

第ɟ種中高層˰居専用地域

不ӧ

空Ẩビル

ί中古ὸ

業者 法人

車ᾂӨ

駐輪約ᵏᵎӨ

Ӵ祥寺駅ợụἢスまたỊ

徒歩ᵏᵓЎίᵏ,ᵐᵎᵎmὸ

Ӵ祥寺行ἢス停ᵑᵎm

東側ɟ方通行ᾃｍ道

路ẇ

大東京信用組ӳま

Ể徒歩ᾀЎ

˰宅地ỉ中ỆあỦầẆ大信ビ

ルまỂ徒歩ᾀЎ

近隣商業地域部Ўầ

小さいたỜʙ務所ểẲ

ềỊ不適格

7 中町

土地Ẇ建物

ί売Ẇ貸ὸ

約ᾅᾅ὿㎡

ί約ᾁ὿὿坪ὸ

80 300 近隣商業地域 ӧ

既存建物

あụ

職員 法人 ễẲ

Ӵ祥寺駅ợụἢスまたỊ

徒歩ᵏᵖЎί約ᵏ,ᵒᵎᵎｍὸ

北側ʞ日市街道約ᵏᵐm

Ệ接道ẇ

多摩信用金庫まỂ

徒歩ᾀЎίᵐᵎmὸ

北町高齢者セン

タὊίᵑᵓᵎmὸ

ʞ日市街道沿いỂẆ現在ỉ大

信ビルể同ẳợうễ地型Ểあ

Ủẇ

売却ỉ打診Ệ応答ễ

Ẳẇ

8 中町

土地Ẇ建物

ί売Ẇ貸ὸ

約ᾅ὿὿㎡

ίᾀᾇ὿坪ὸ

60 200 第ɟ種˰居地域 ӧ 駐車場 職員 個人 ễẲ

三鷹駅ợụ徒歩ᾆЎί約

ᵔᵎᵎmὸ

北側ʟỉ頭通ụ約

ᵏᵓmẇ

三鷹駅前 ʟỉ頭通ụ沿いỉたỜẆ交通

᣽多いẇ

売却ỉ意思ễẲẇί回答

あụὸ

9 Ӵ祥寺東町

ビル

ί売Ẇ貸ὸ

約ᾆᾁ὿㎡

ί約ᾁᾀᾇ坪ὸ

80 300 近隣商業地域 ӧ

空Ẩビル

ί中古ὸ

職員 法人 隣地駐車場

Ӵ祥寺駅ợụ徒歩ᾄЎ

ί約ᵒᵓᵎmὸ

南側ʞ日市街道接道ẇ

東側ɟ方通行ᾃm道

路ẇ

Ӵ祥寺駅前 登記所出張所Ẇ法

律ʙ務所ẦỤ徒歩ᾂ

Ў

ʞ日市街道沿いỂあụẆ駐車

場ờ北側Ệあụẇ

売却ỉ意思ễẲẇ賃貸

先ờ先約あụẇί回答あ

ụὸ

10 西久保

ビル

ί売ὸ

約ᾂᾃ὿㎡

ί約ᾀ὿ᾂ坪ὸ

60 200 第ɟ種中高層˰居専用地域 不ӧ

空Ẩビル

ί中古ὸ

業者 法人 ễẲ

三鷹駅ợụἢスまたỊ徒

歩ᵏᵕЎί約ᵏ,ᵑᵎᵎmὸ

東側ɟ方通行約ᾄm道

路ẇ

店舗Ẇ˰宅ầ混在ẴỦ地域ẇ

11 御殿山

土地Ẇ建物

ί売Ẇ貸ὸ

約ᾄᾃ὿㎡

ί約ᾀᾅ὿坪ὸ

80 300 近隣商業地域 ӧ

既存建物

あụ

業者 法人 ӧ能

Ӵ祥寺駅ợụ徒歩ᾂЎ

ί約ᵐᵓᵎmὸ

西側Ӵ祥寺通ụ約ᵏᵓｍ Ӵ祥寺駅前 ʟỉ頭公園隣接ẇ

ἢス通ụ沿線Ẇ交通᣽Ị多いẇ

Ў割売ụӧ

12 Ӵ祥寺本町

土地Ẇ建物

ί売Ẇ貸ὸ

約ᵐ,ᵎᵎᵎ㎡

ί約ᵔᵎᵎ坪ὸ

60 200 第ɟ種˰居地域 ӧ

NTT

既存建物

あụ

市民 法人 ӧ能

Ӵ祥寺駅ợụ徒歩ᾄЎ

ί約ᵓᵓᵎmὸẆ東急ἙἣὊ

Ἒợụ徒歩ᾀЎί約ᵖᵎmὸ

東側ɟ方通行ᾃｍ道

路ẇ

Ӵ祥寺駅前 法律ʙ務所Ẇ登記

所出張所ẦỤ徒歩ᾁ

Ў

周辺Ị閑静ễ˰宅街ẇ ʙ務所ビル建築建築ӧ

13 境 土地

約ᵕ,ᵎᵎᵎ㎡

ί約ᵐ,ᵏᵎᵎ坪ὸ

40 80 第ɟ種˯層˰居専用地域 不ӧ 公園 市民 個人 ӧ能

武蔵境駅ợụ徒歩ᾇЎ

ίᵓᵎᵎmὸẆ武蔵高校ἢス

停ợụ徒歩ᾀ～ᾁЎ

北側接道ᾀ὿ｍẇ 武蔵境駅前 南側Ẇ仙川Ệ隣接ẇ ʙ務所ビル建築建築

不ӧ

14 御殿山

土地

ί売Ẇ貸ὸ

約ᵐ,ᵎᵎᵎ㎡

ί約ᵔᵎᵎ坪ὸ

50 100 第ɟ種˯層˰居専用地域 不ӧ 畑 市民 個人 ӧ能

三鷹駅ợụ徒歩ᾄЎί約

ᵒᵎᵎmὸẆớỤさẨ橋ἢス

停ợụ徒歩ᾀЎ

北側接道ᾄｍẇ 金融機関まỂỊや

や距ᩉầあỦẇ

武蔵᣼税務署まỂᾀ

ᾁ὿ｍẇ

ἢス停Ị成蹊通ụẇ ʙ務所ビル建築建築

不ӧ

15 Ӵ祥寺本町

土地Ẇ建物

ί売ὸ

約ᾂᾄ὿㎡

ί約ᾀ὿ᾅ坪ὸ

約ᾀ，ᾀ὿὿㎡

ί約ᾂᾂ὿坪ὸ

80 300 近隣商業地域 ӧ

共同˰宅

ί新築ὸ

市民 法人 ễẲ

Ӵ祥寺駅ợụ徒歩ᾂЎ

ί約ᵐᵓᵎmὸ

東西南三方接道ᾃ～ᾅ

ｍẇ

Ӵ祥寺駅前 駅前地域ẇ ẴỂỆ共同˰宅建設ể

Ẳề決定ẲềいỦたỜẆ

交渉Ị非常Ệ困ᩊẇ

16 Ӵ祥寺本町

土地Ẇ建物

ί売ὸ

約ᾀᾄ὿㎡

ί約ᾃᾄ坪ὸ

60 200 第ʚ種˰居地域 ӧ 古家あụ 本人 個人 ễẲ

Ӵ祥寺駅ợụ徒歩ᾂ～ᾃ

Ў

ί約ᵑᵎᵎｍὸ

南側ʟỉ頭通ụ約

ᵏᵓmẇ

Ӵ祥寺駅前 現在空家

17 Ӵ祥寺北町

土地

ί売Ẇ貸ὸ

約ᵑᵎᵗ὿㎡

ί約ᾈᾂᾆ坪ὸ

40 80 第ɟ種˯層˰居専用地域 不ӧ 更地 市民 法人 ӧ能

Ӵ祥寺駅ợụ徒歩ᾁᾄЎ

ί約ᾁ὿ᵎᵎｍὸ

南側接道約ᾇｍ 多摩信用金庫 北町高齢者セン

タὊίᵑ὿ᵎmὸ

˰宅地

用途地域種別

及びʙ務所設置ỉӧ能性

ʙ務所移転調査地(民有地Ὁ民間ビルὸẅɟ覧表
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 平平.07.1イ.　第三回　事務所移転検証委員会 資料06-0平

場所 面積 用途地域 現状 金融機関の利便性

交通

アクセス

周辺環境 可否

1
旧中央図書館跡地

ศ祥寺北璼ィ-8

㧔陳情㧕

約平ん000㎡

第一種住居、建ぺい率

60％、容積率平00％

現状更地ߢある߇、旧図書館の基礎߇残っ߅ߡり建築す

る際ߪߦ撤去߇必要

未利用地・低利用地の有効活用ߦ関する基本方針㧔ᐔ成

平1年イ月㧕߅ߦいߡ政策的ߥ課題としߡ慎㊀ߦ議論すると

と߽ߦ、第੖期基本構想・長期計画߅ߦߤߥいߡ位置ߠ

けを明確化する用地と位置ߠけられߡいるޕ

都民銀行ߦ徒歩約イ分

三鷹駅徒歩約16分

市民文化会館前バ

ス停徒歩約平分

南側ߪ保健センター・中央

図書館、道を隔ߡた西側ߦ

、あり߇んきん事務所ߨߪ

市役所まߢ徒歩イ分程度

ޤ否ޣ

第੖期基本構想・長期計画の中ߢ議論される公共

用地ޕ現段階ߢ両法人の社屋を建ߡる又ߪ合築す

るという議論ߢߪきߥいޕ

2

武蔵野市立保健センター

内

ศ祥寺北璼ィ-8-10

㧔陳情㧕

延床面積ィんィ7平㎡

第一種住居、建ぺい率

60％、容積率平00％

１階；健康課事務室、健康ߠくり支援センター、

　　　機能訓練室、講ᐳ室、健康増進室

㧞階；健康開発事業団事務室、診察室、検査室、

　　　ヤントオン室等

㧟階；歯科検診室、栄養指ዉ室、相談室等

４階；医師会臨床検査センター、資料室等

地下；多目的ホール、倉庫、機械室

都民銀行ߦ徒歩約イ分

三鷹駅徒歩約16分

市民文化会館前バ

ス停徒歩1分

南側ߪ中央図書館、北側ߪ

旧中央図書館道を隔ߡた西

側ߨߪߦんきん事務所߇あ

り、市役所まߢ徒歩ィ分程度

ޤ否ޣ

現在健康課、健康開発事業団の事務所としߡ使用

しߡいるたޕ߼

3
武蔵野公会堂建替

ศ祥寺南璼1-6-平平

㧔陳情㧕

敷地面積　1ん871㎡

延床面積平ん7平7㎡

商業地域

高度指定ߥし

建ぺい率80％、容積率

600％

公会堂㧔昭和年8年建築㧕

ศ祥寺駅北口付近ߦ金

融機関あり

ศ祥寺駅徒歩約平分

ศ祥寺南口の商業地域ߦあ

り੗の頭公園ߦ向߆う途中

ޕあるߦ

ޤ否ޣ

公会堂建替え計画未定

今後の公会堂のあり方ߦついߪߡ、第੖期基本構

想・長期計画の中ߢ議論されるޕ

4

新クリーンセンター街区

複合施設ߦ

緑璼年-1

㧔陳情㧕

第一種住居

建ぺい率60％、容積率

平00％

クリーンセンター、野球場、テニスコート、緑璼コミュ

ニティーセンターを含߼た街区ߪ年.ィhバあるޕその内、ク

リーンセンターの敷地1.7ߪhバを占ߡ߼いるߺߏޟ߇焼却

場ޠとしߡの都市計画߇定߼られߡいるޕ 都民銀行ߦ徒歩約イ分

三鷹駅徒歩約平0分

市営プール前バス

停徒歩1分

南ߪ市役所、東ߪ総合体育

館߇あり公共施設߇多い地

域

ޤ否ޣ

新クリーンセンター建設計画߅ߦけるޟ市の基本

的ߥ考え方ߤߺ、ߪߢޠりを含߼た現状の配置を

前提とし߇ߥら新施設との融合を図るޠとߥっߡ

いるޕ新クリーンセンター稼動߇ᐔ成平9年ߢあ

り、街区整備ߪそれ以降とߥるޕ候補地とߥߪら

ޕいߥ

5
市役所西棟内

緑璼平-平-平8

㧔陳情㧕

－

第一種住居

建ぺい率60％、容積率

平00％

１階；交流事業課、市民防災協会等

㧞階；ߺߏ総合対策課等

４階；防災安全センター㧔会議室等㧕

㧡階；防災安全センター(防災課、対策本部室等)

６階　情報管理課等

７階　市民協働推進課、環境政策課、緑化環境セン

ター、

　　　市民協働サュン

㧤階　会議室

都民銀行ߦ徒歩約イ分

三鷹駅徒歩約平0分

武蔵野市役所バス

停徒歩0分

北ߪクリーンセンター、東

あり公共施߇総合体育館ߪ

設߇多い地域

ޤ否ޣ

現ߦ使用しߡいるたޕ߼

6
中璼第1第平駐輪場

中璼1-17ん18

11ィ1㎡

190イ㎡

商業地域

高度指定ߥし

建ぺい率80％、容積率

イ00％

駐輪場

三鷹駅北口付近ߦ金融

機関あり

三鷹駅徒歩約1分 三鷹駅ߦ近い商業地域

ޤ否ޣ

高度利用߇可能ߥ用地ߢあるた߼、今後三鷹駅周

辺の他の公共施設、市有地とと߽ߤߦう有効活用

しߡいくの߆第੖期基本構想・長期計画ߢ議論さ

れる対象ߢあるޕ用途߇具体化するまߢ早く߽ߡ

数年を要すること߆ら候補地とすることߢߪきߥ

いޕ

7
旧桜堤小学校東校舎

桜堤1-7-平イ

－

第一種中高層住居建ぺい

率60％、容積率平00％

昭和ィ1年築、現在、1階を民俗資料収蔵庫、平階を特別支

援学級こぶし学級、年階を図書交流センター、ィ階を民俗

資料調査室、学校環境衛生センター等ߦ使用

近くߦ金融機関ߥߪ

く、武蔵境駅付近ߥߦ

るޕ

武蔵境駅徒歩約18

分

南側ߦ第ੑ中学校、北側ߦ

桜堤調理場近くߪߦ桜堤ケ

アデウス߇ある

ޤ否ޣ

現ߦ利用しߡいるたޕ߼

8

ޤ都ޣ

東京都多摩府中保健所武

蔵野三鷹地域センター

㧔旧保健所㧕

西久保年-1-平平

㧔陳情㧕

敷地面積平ん1平イ㎡

延床面積1ん6年8㎡

近隣商業

建ぺい率80％、容積率

年00％

第一種中高層

建ぺい率60％、容積率

平00％

ᐔ成16年ィ月都の保健所再編計画ߢ三鷹武蔵野保健所߇多

摩府中保健所ߦ統合された際、その見直しを求߼る中ߢ

分室機能を残すことߥߦったޕ

㧔主ߥ業務㧕

飲食店等の許可・ዯ出、理容所等の各種ዯ出、調理師当

の免許ዯ出、環境衛生・食品衛生ߦ関する相談、精神相

談、結核検診ߤߥ

都民銀行ߦ徒歩約年分

三鷹駅߆ら徒歩約

10分

保健所前バス停徒

歩0分

南側ߪ郵便局ߢ施設前の道

路ߪ中央通りߢバスの便߽

多いޕ

ޤ否ޣ

保健所の分室としߡ機能しߡいるたޕ߼

9

ޤ都ޣ

西部図書館

武蔵野市境イ-1イ-イ

延床面積

999㎡

第一種低層住居建ぺい率

ィ0％、容積率80％

第一種中高層住居建ぺい

率60％、容積率平00％

昭和イ6年築

武蔵野プヤイス完成㧔ᐔ成平年年7月㧕ߦより廃止の予定

平階へのアプューチ߇階段のߺエヤベーターの増設ߪ困難

図書館施設としߡ設計されߡいる

公共施設配置の在り方検討委員会߅ߦいߡ今後の活用を

検討する施設とされߡいるޕ

近くߦ金融機関ߥߪ

く、武蔵境駅付近ߥߦ

るޕ

武蔵境駅徒歩約1平

分

ムーバス西部図書

館下車

都営境住宅1.平階、都営住宅

の一角の西側ߪすߋ小金੗

市ޕ

近くߪߦ亜細亜大学、東側

あ߇大規模ブンションߪߦ

る住宅街

ޤ否ޣ

廃止後のあり方ߦついߪߡ、都営住宅建設ߦ伴い

地元還元施設としߡ都߆ら借りߡいる建物ߢある

ことを踏まえߡ都と協議߇必要ߥこと、使い勝

手・バリアフリー対応߇不十分ߥたޕ߼

公共用地・公共施設の検証
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